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『
江
戸
繁
昌
記
』
と

『東
京
夢
華
録
』

は
じ
め
に

江
戸
か
ら
明
治

へ
と
い
う
変
革
の
時
代
、
旺
盛
な
批
判
精
神
で
市
井
の
風

俗
を
描
写
し
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
繁
昌
記
も
の
が
あ
る
。
最
初
の
繁
昌
記
で

あ
る
寺
門
静
軒
の

『
江
戸
繁
昌
記
』
は
、
天
保
三
年
に
初
篇
が
出
版
さ
れ
て

以
来
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
、
『
江
戸
繁
昌
記
』
に
倣

っ
て
服
部
撫
松
が
文

明
開
化

の
東
京
を
描

い
た

『
東
京
新
繁
昌
記
』
は
明
治
の

一
大

ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な

っ
た
。
繁
昌
記
は
江
戸

。
東
京
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
記
さ
れ
、

ざ

っ
と
調
査
し
た
だ
け
で
も
そ
の
数
は
幕
末
か
ら
明
治
三
十
年
代
に
か
け
て

六
十
点
以
上
に
及
ん
で
い
れ
。

こ
の
繁
昌
記
も
の
は
、
通
説
で
は

『板
橋
雑
記
』
に
代
表
さ
れ
る
艶
史
の

系
統
に
属
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
辞
典
』
の

「漢
文
戯
作

・
艶
史
」
の
項
は
、
「
そ
の
嗜
矢
た
る
寺
門
静
軒

『江
戸
繁
昌

記
』
は
艶
史
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
は
な
い
が
」
と
断
り
な
が
ら
も
、

新

稲

法

子

こ
と
に
艶
史
の
代
表
作
た
る
余
懐

『板
橋
雑
記
』
は
和
刻
本
も
版
を
重

ね
て
流
布
じ
、
初
期
の
漢
文
体
洒
落
本
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
京
伝
の

洒
落
本
等
に
も
影
響
を
与
え
た
。
か
か
る
艶
史
の
正
に
正
嫡
と
言
う
べ

く
、
か
つ
ま
た
幕
末
明
治
期
の
風
刺
文
と
し
て
一
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
す

る
に
至
っ
た
の
が

「繁
昌
記
も
の
」
と
よ
ば
れ
る
作
品
群
で
あ
る
。

と
、
繁
昌
記
も
の
を

「艶
史
の
正
に
正
嫡
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
位
置
付
け
は

「
『板
橋
雑
記
』
と

『柳
橋
新
誌
ヒ

に
代
表
さ
れ
る
前

田
愛
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
繁
昌
記
も
の
の
淵
源
を
考

察
す
る
に
は
、
『柳
橋
新
誌
』
の
よ
う
な
、
も

っ
ぱ
ら
遊
里
を
中
心
に
取
り

上
げ
る
特
殊
な
作
品
で
は
な
く
、
後
続
作
が
規
範
に
し
た

『江
戸
繁
昌
記
』

や
、
服
部
撫
松
の

『東
京
新
繁
昌
記
』
と
い
っ
た
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
典
型

を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
寺
門
静
軒
の

『
江
戸
繁
昌
記
』
を
取
り
上
げ
、
静
軒
が
ど
の

よ
う
な
書
物
を
意
識
し
て

『
江
戸
繁
昌
記
』
を
著
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、



繁
昌
記
も
の
の
成
立
の
背
景
を
考
え
た
い
。

一
、
傍
流
の
地
誌
の
影
響

唐
本
の

『板
橋
雑
記
』
で
は
巻
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
長
州
尤
洞
の

「
題

板
橋
雑
記
」
に
は
、
「
予
間
之
を
閲
す
る
に
、
大
抵
北
里
志

。
平
康
記
の
流

な
り
」
と

『
板
橋
雑
記
』
を
艶
史
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い

る
。
し
か
し
、
筆
者
で
あ
る
余
懐
自
身
は
必
ず
し
も
そ
う
い
う

つ
も
り
で
は

な
か

っ
た
。
余
懐
は
自
序

で

『
板
橋
雑
記
』
を
幽
蘭
居
士

こ
と
孟
元
老
の

『東
京
夢
華
録
』
の
系
譜
上
に
あ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

俄
逢
喪
乱
、
静
思
陳
事
、
返
念
無
因
。
柳
記
見
聞
、
用
編
汗
簡
。
数
東

京
夢
華
之
録
、
標
嵯
公
蜆
斗
之
名
。
豊
徒
狭
邪
之
是
述
、
艶
冶
之
是
伝

也
哉
。

俄
に
喪
乱
に
逢
ひ
、
思
ひ
を
陳
事
に
静
め
、
念
ひ
を
無
因
に
返
す
。
柳

か
見
間
を
記
し
、
用
ひ
て
汗
簡
を
編
ま
ん
と
す
。
東
京
夢
華
の
録
に
数

ひ
、
嵯
公
蜆
斗
の
名
を
標
す
。
豊
に
徒
狭
邪
の
是
れ
述
べ
、
艶
冶
の
是

れ
伝

へ
ん
や
。

岩
城
秀
夫
氏
の
訳
に
は
こ
の
部
分
、
「
に
わ
か
に
世
の
乱
れ
に
逢
い
ま
し
た

わ
た
し
は
、
過
ぎ
に
し
日
々
の
こ
と
ど
も
を
静
か
に
想
い
う
か
べ
ま
す
と
、

た
だ
わ
け
も
な
く
懐
旧
の
情
を
お
ぼ
え
る
の
で
す
。
そ
こ
で
い
さ
さ
か
見
聞

し
た
こ
と
を
書
き
じ
る
し
、
書
物
に
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
『
東
京
夢

華
録
』
を
真
似
て
、
明
の
み
か
ど
の
竜
顔
う
る
わ
し
か
り
し
世
を
、
し
の
ぶ

よ
す
が
と
し
た
い
わ
け
で
、
狭
斜
の
巻
の
こ
と
や
、
艶

っ
ぱ
い
こ
と
ば
か
り

を
書
き
の
こ
そ
う
と
し
た
の
で
は
、
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。

孟
元
老
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
自
序
に
よ
る
と
、

役
人
で
あ

っ
た
父
に
従

っ
て
北
宋
の
都
沐
京
で
成
人
し
、
そ
の
都
市
文
化
を

謳
歌
し
た
。
し
か
し
靖
康
の
変
で
、
金
軍
に
よ

っ
て
汁
京
が
陥
落
、
翌
年
、

江
東
に
逃
れ
た
。
老
境
に
入

っ
て
自
ら
が
育

っ
た
か

つ
て
の
都
を
追
懐
し
、

著
し
た
の
が
こ
の

『
東
京
夢
華
録
』
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で

の
正
統
な
地
誌
と
は
異
な
る
視
点
で
、　
一
都
市
の
繁
華
の
様
態
を
記
す
い
わ

ば
傍
流
の
地
誌
類
は
、
『
東
京
夢
華
録
』
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
夢
華
録
』
は
宋
の
南
渡
に
あ
た

っ
て
著
さ
れ
た
が
、
宋
末
元
初
と

い
う
時
代
の
変
革
期
に
も
、
呉
自
牧

『
夢
梁
録
』
、
西
湖
老
人

『
西
湖
老
人

繁
勝
録
』
、
耐
得
翁

『
都
城
紀
勝
』
、
周
密

『
武
林
旧
事
』
と
い
っ
た
、　
一
連

の
同
趣
の
書
物
が
生
み
出
さ
れ
た
。
前
代
の
遺
臣
た
ち
が
民
間
に
あ

っ
て
、

失
わ
れ
た
都
市
の
繁
華
を
回
顧
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
南
宋
末
期
と
ま
さ
に
同
じ
状
況
に
あ

っ
た
の
が
、
明
末
清
初
で
あ
り
、

余
懐
ら
清
朝
に
仕
え
る
を
潔
じ
と
し
な
い
在
野
の
文
人
た
ち
が
、
懐
旧
の
書

物
を
次
々
に
書
き
記
し
て
い
た
。
李
沫
の

『沐
京
遺
蹟
志
』
、
張
岱
の

『
陶

庵
夢
憶
』
『
西
湖
夢
尋
』
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
『
陶
庵
夢
憶
』
の
伍
崇
曜
跛

に
も

『東
京
夢
華
録
』
と

『
夢
梁
録
』
の
名
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が

そ
の
祖
と
仰
ぐ

『
東
京
夢
華
録
』
も
、
清
初
に
毛
晋
に
よ

っ
て
補
刻
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
余
懐
の

『
板
橋
雑
記
』
は
単
な
る
艶
史
で
は
な
く
、
前
代
の
遺

臣
に
よ
る
追
懐
の
書
と
い
う
性
格
を
持

つ
も
の
な
の
で
あ

っ
た
。



こ
の
よ
う
な
傍
流
の
地
誌
と
繁
昌
記
も
の
は
非
常
に
似
通

っ
て
い
る
。
孟

元
老
の

『東
京
夢
華
録
』
の
取
り
上
げ
る
題
材
を
目
録
で
確
か
め
て
み
る
と
、

巻
二
に
は

「州
橋
夜
市
」
や

「飲
食
果
市
」
の
よ
う
な
市
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

巻
四
に
は

「会
仙
酒
楼
」
「食
店
」
「肉
行
」
「餅
店
」
「魚
行
」
と
食
に
関
す

る
記
事
が
続
く
。
こ
れ
に
対
し
て

『
江
戸
繁
昌
記
』
初
篇
に
は

「山
鯨
」

「燿
薯
」
「
日
本
橋
魚
市
」
と
い
っ
た
江
戸
市
民
の
こ
の
方
面
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
巻
五

「京
瓦
伎
芸
」
は
、
演
芸
に
携
わ
る
者
の
名
を
列
挙
し
て
お

り
、
『東
京
夢
華
録
』
に
な
ら
っ
て
著
さ
れ
た

『夢
梁
録
』
で
は

「相
撲
」

が
独
立
し
て

一
つ
の
項
に
な
っ
て
い
る
。
『
江
戸
繁
昌
記
』
は
、
初
篇
巻
頭

の

「相
撲
」、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
記
し
た

「戯
場
」
の
他
に
、
見
せ
物
の

メ
ッ
カ

「金
竜
山
浅
草
寺
」
が
あ
り
、
「両
国
ノ
煙
火
」
で
は
脚
芸
の
見
せ

物
に
つ
い
て
触
れ
、
三
篇
の

「
開
帳
」
で
は
覗
き
か
ら
く
り
、
「寄
」
で
は

影
絵
、
四
篇
に
は

「角
乗
」
が
あ
り
、
「好
々
」
で
は

「
よ
し
よ
し
」
と
唱

え
る
炒
り
豆
売
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
こ
の
種
の
記
述
が
多
い
。

『東
京
夢
華
録
』
は
、
こ
の
後
、
民
間
行
事
を
も
交
え
て
巻
十
に
至
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
題
材
を
比
較
し
て
み
る
と
、
市
井
の
食
生
活
や
演
芸
に
つ

い
て
好
ん
で
記
す

『江
戸
繁
昌
記
』
は
、
『東
京
夢
華
録
』
な
ど
風
俗
を
書

き
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
傍
流
の
地
誌
類
に
近
似
し
て
お
り
、
そ
の

視
点
は
、
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
江
戸
名
所
図
会
』
の
よ
う
な
正
統

な
地
誌
が
、
江
戸
城
を
中
心
に
江
戸
の
街
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
と

は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
香
具
師
松
井
源
水
の
曲
独
楽
を
、

初
則
以
便
面
、
以
煙
管
、
反
覆
投
承
、　
一
描
手
中
、
即
活
即
死
。
側
栽

竹
竿
、
長
可
丈
、
竿
頭
冒
徹
。
徹
辺
、
周
以
紅
吊
、
中
桂
糸
、
垂
下
。

乃
運

一
大
陀
螺
、
令
其
自
走
上
焉
。
上
窮
、
入
緻
。
於
是
遣

一
小
陀
螺
、

促
迎
之
、
而
大
小
並
相
逐
下
。

初
め
は
則
ち
便
面
を
以
て
し
、
煙
管
を
以
て
し
、
反
覆
投
承
、
手
中
に

一
描
す
れ
ば
、
即
ち
活
き
即
ち
死
す
。
側
に
竹
竿
を
栽
ゑ
、
長
さ
丈
可

り
、
竿
頭
に
緻
を
冒
ら
す
。
緻
辺
、
周
ら
す
に
紅
吊
を
以
て
し
、
中
に

糸
を
桂
け
、
垂
れ
下
す
。
乃
ち

一
大
陀
螺
を
運
し
て
、
其
れ
を
し
て
自

ら
走
り
上
げ
じ
む
。
上
が
り
窮
め
て
、
緻
に
入
る
。
是
に
於
い
て
一
小

陀
螺
を
遣
わ
し
て
、
之
を
促
じ
迎
へ
、
大
小
並
び
に
相
逐
ひ
て
下
る
。

（初
篇
、
金
竜
山
浅
草
寺
）

と
描
い
た
静
軒
が
、
『東
京
夢
華
録
』
の

百
戯
乃
上
竿
、
跳
索
、
倒
立
、
折
腰
、
弄
盤
注
、
賜
瓶
、
筋
斗
、
撃
戴

之
類
、
即
不
用
獅
豹
大
旗
鬼
神
也
。
芸
人
或
男
或
女
、
皆
紅
巾
線
服
。

殿
前
自
有
石
鏑
柱
集
、
百
戯
入
場
、
旋
立
其
戯
竿
。

百
戯
は
乃
ち
上
竿

。
跳
索

・
倒
立

・
折
腰

・
弄
盤
注

・
賜
瓶

・
筋
斗

・

撃
戴
の
類
に
し
て
、
即
ち
獅

・
豹

。
大
旗

。
鬼
神
は
用
い
ざ
る
也
。
芸

人
は
或
い
は
男
或
い
は
女
、
皆
紅
巾

・
繰
服
な
り
。
殿
前
自
ず
か
ら
石

鑑
柱
集
有
り
、
百
戯
入
場
す
れ
ば
、
其
の
戯
竿
を
旋
立
す
。

（巻
九
、
宰
執
親
王
宗
室
百
官
入
内
上
壽
）



な
ど
と
い
う
く
だ
り
を
読
む
の
を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
も
そ
も
繁
昌
記
も
の
に
は
地
誌
類
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る
点
が
、

多
々
あ
る
。

そ
の

一
つ
に
、
前
田
愛
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
『江
戸
繁
昌
記
』

に
は
初
篇
の

「
日
本
橋
魚
市
」
の
よ
う
に
事
物
を
大
量
に
提
示
す
る

「何
々

づ
く
し
」
の
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
官
撰
で
あ
る
か
民
間
の
傍
流
の
も
の
で

あ
る
か
を
問
わ
ず
、
中
国
の
地
誌
で
し
ば
し
ば
圧
倒
的
な
量
の
事
物
を
列
挙

し
て
記
し
て
い
る
の
を
連
想
さ
せ
る
。
『東
京
夢
華
録
』
で
は
、
巻
第
四
の

「魚
行
」
こ
そ
短
い
が

（彼
我
の
食
生
活
の
相
違
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
）、
巻

第
二
の

「飲
食
菓
子
」
な
ど
は
延
々
と
も
の
の
名
を
列
挙
し
て
壮
観
で
さ
え

あ
る
。

ま
た
、
『
江
戸
繁
昌
記
』
二
篇

「
混
堂
」
に
は
風
呂
好
き
の
父
を
持

つ
孝

行
息
子
、
四
篇

「
角
乗
」
に
は
孝
女
の
敵
討
ち
、
五
篇

「
品
川
」
に
は
赤
穂

浪
士
が
い
さ
さ
か
唐
突

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
静
軒
が
こ
う
い

っ
た

「
孝
行
」
を
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
野
龍
夫
氏
は

「
必
要
悪
を
承
認
せ

ざ
る
を
得
な
い
や
り
切
れ
な
さ
を
、
間
然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
美
談
に
酔
う

こ
と
に
よ

っ
て
ま
ぎ
ら
す
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
説
い
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
も
中
国
の
地
誌
が
人
物
評
を
収
め
る
こ
と
が
多
い
の
を
踏
襲
し

て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
繁
昌
記
に
孝
行
の
人
物
を
記
す
こ
と
に
形
式
上
な
ん

ら
不
自
然
さ
は
な
い
と
い
え
る
。
『
東
京
夢
華
録
』
と
同
じ
系
譜
上
に
あ
る

『
夢
梁
録
』
も
、
巻
十
七
は

歴
代
人
物
　
状
元
表
　
　
　
武
挙
状
元
　
后
妃
列
女

歴
代
方
士
　
歴
代
方
外
僧
　
″何
孝

と
人
物
評
を
掲
載
し
、
「行
孝
」
で
孝
行
の
美
談
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
静
軒
の

『新
潟
富
史
』

一
名

『新
潟
繁
昌
記
』
で
は
地
誌
の
影
響

は
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
「世
知
下
総
有
荘
五
郎
、
而
不
知
越
亦
有
荘

五
郎
。
惜
其
湮
滅
贅
記
」
と
い
う
明
和
騒
動
の
顛
末
を
記
し
た
鮮
の
他
、

「録
翅
楚
」
「録
文
藻
」
「録
孝
」
と
い
う
人
物
を
列
挙
し
た
章
が
あ
る
。

寺
門
静
軒
の
随
筆

『静
軒
痴
談
』
に
は
、
『南
宋
市
津
記
』
と
い
っ
た
地

誌
の
他
、
南
宋
末
か
ら
元
初
の
風
俗
を
伝
え
る
周
密
の

『
癸
辛
雑
識
』、
元

代
の
歴
史
と
考
証
を
記
し
た
明
の
陶
宗
儀
の

『軽
耕
録
』
、
明
の
田
汝
成
が

当
時
の
風
俗
に
つ
い
て
記
し
た

『委
巻
叢
談
』
、
清
の
趙
翼
の
考
証
の
書

『咳
余
叢
考
』
、
と
い
っ
た
書
名
が
続
々
と
引
用
さ
れ
、
中
国
の
風
俗
に
関
す

る
静
軒
の
強
い
関
心
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
静
軒
に
倣
っ
て

『都
繁
昌
記
』
を
記
し
た
中
島
綜
隠
も
、
祗
園
の

風
俗
を
詠
ん
だ
竹
枝
詞

『鴨
東
四
時
雑
詞
』
の
自
注
に

『東
京
夢
華
録
』
や

『夢
梁
録
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
注
に
関
し
て
は
、
揖
斐
高
氏
が

「
こ

の
漢
文
注
の
散
文
部
分
が
あ
た
か
も
肥
大
化
し
独
立
す
る
よ
う
な
形
で
、
都

市
の
繁
華
な
風
俗
を
漢
戯
文
に
よ
っ
て
描
き
出
し
た
寺
門
静
軒
の

『
江
戸
繁

（
８
）

昌
記
』
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
」
と
繁
昌
記
も
の
と
の
関
係
を
既
に
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

本
邦
近
世
の
知
識
層
は
、
同
時
代
と
も
い
え
る
明
清
の
文
学
を
貪
欲
に
吸

収
し
て
い
た
が
、
明
末
清
初
に

『
東
京
夢
華
録
』
の
流
れ
を
汲
ん
で
世
態
風

俗
の
記
録
に
重
き
を
置
く
傍
流
の
地
誌
類
が
多
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
繁

昌
記
も
の
の
成
立
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



二
、
静
軒
居
士
と
幽
蘭
居
士

『江
戸
繁
昌
記
』
に
お
い
て
は
、
見
返
し
、
内
題
下
と
も
全
五
篇
に
わ

た
っ
て

「静
軒
居
士
」
と
い
う
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
中
に
作
者
が
顔

を
覗
か
せ
る
場
合
も

「
居
士
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『東
京
新
繁
昌
記
』
の

著
者
服
部
誠

一
こ
と

「撫
松
居
士
」
な
ど
、
繁
昌
記
も
の
の
作
者
は

『江
戸

繁
昌
記
』
の
静
軒
居
士
に
倣

っ
て
し
ば
し
ば

「居
士
」
と
称
し
て
お
り
、
作

者
層
を
考
え
る
時
、
「居
士
」
と
い
う
名
乗
り
に
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が

あ
る
。
『江
戸
繁
昌
記
』
二
篇

「箆
頭
舗
」
に
こ
の

「居
士
」
に
つ
い
て
記

し
た
部
分
が
あ
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

親
方
日
、
去
歳
、
偶
見
繁
昌
記
者
。
作
者
日．
静
軒
信
±
。
彼
何
如
人
。

書
是
甚
書
。
隻
晒
日
、
彼
哉
。
彼
哉
。
非
信
士
也
。
居
士
耳
。
猶
謂
処

士
。
非
仏
家
居
士
也
。
彼
則
編
号
紙
尾
所
謂
、
此
外
相
撲
多
有
之
之
人
、

那
足
掛
牙
。
且
彼
所
撰
、
事
極
猥
雑
、
文
極
軽
薄
、
是
稗
官
者
流
之
言
。

如
此
也
、
郷
党
自
好
者
不
為
。
何
況
儒
人
。
何
況
君
子
。
非
大
学
何
本
、

中
庸
何
本
、
経
説
子
史
之
言
、
以
無
用
之
文
、
災
有
用
之
材
。
豊
止
聖

人
之
罪
人
。
今
儒
人
之
罪
人
也
。
弗
知
猥
雑
為
醜
。
弗
知
軽
薄
可
恥
。

方
彼
荷
揮
儒
者
、
更
卑

一
等

（丈
人
悉
我
）。

親
方
曰
く
、
「去
歳
、
偶
々
繁
昌
記
な
る
者
を
見
る
。
作
者
を
静
軒
信

士
と
日
ふ
。
彼
何
如
な
る
人
ぞ
。
書
は
是
れ
甚
の
書
ぞ
」
と
。
曳
晒
つ

て
曰
く
、
「彼
な
る
哉
。
彼
な
る
哉
。
信
士
に
は
非
ら
ざ
る
な
り
。
居

士
の
み
。
猶
ほ
処
士
と
謂
ふ
が
ご
と
し
。
仏
家
の
居
士
に
は
非
ら
ぎ
る

な
り
。
彼
は
則
ち
編
号
紙
尾
に
謂
は
ゆ
る
、
此
の
外
相
撲
多
く
之
あ
る

の
人
、
那
ぞ
牙
に
掛
く
る
に
足
ら
ん
。
且
つ
彼
が
撰
す
る
所
、
事
極
め

て
猥
雑
、
文
極
め
て
軽
薄
、
是
れ
稗
官
者
流
の
言
。
此
の
如
き
や
、
郷

党
の
自
ら
好
す
る
者
も
為
さ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
儒
人
を
や
。
何
ぞ
況
ん

や
君
子
を
や
。
大
学
何
本
、
中
庸
何
本
、
経
説
子
史
の
言
に
非
ら
ず
し

て
、
無
用
の
文
を
以
て
、
有
用
の
材
に
災
ひ
す
。
豊
に
止
に
聖
人
の
罪

人
な
る
の
み
な
ら
ん
や
。
今
の
儒
人
の
罪
人
也
。
猥
雑
の
醜
と
為
る
を

知
ら
ず
。
軽
薄
の
恥
づ
べ
き
を
知
ら
ず
。
彼
の
荷
揮
儒
者
に
方
ぶ
れ
ば
、

更
に
一
等
を
卑
し
う
す

（丈
人
、
我
を
悉
す
）。

わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
っ
た
説
明
を
記
す
と
こ
ろ
に
も
、
静
軒
の

「居
士
」
に
対

す
る
思
い
入
れ
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
一
老
人
の
言
葉
に
託
し
て

「猶
ほ
処
士

と
謂
ふ
が
ご
と
し
。
仏
家
の
居
士
に
は
非
ら
ぎ
る
な
り
」
と
断

っ
て
い
る
よ

う
に
、
静
軒
は
野
に
あ
っ
て
仕
え
な
い
者
と
し
て
居
士
を
名
乗

っ
て
お
り
、

仏
教
的
な
意
味
で
使

っ
て
い
る
の
で
は
な
叫
。

前
掲
の

『
江
戸
繁
昌
記
』
二
篇

「箆
頭
舗
」
の
文
中
に
あ
る

「事
極
め
て

猥
雑
、
文
極
め
て
軽
薄
」
な

「稗
官
者
流
の
言
」、
「有
用
の
材
に
災
ひ
す
」

る

「無
用
の
文
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く

『江
戸
繁
昌
記
』
初
篇
の
こ
と
で

あ
り
、
静
軒
が

『
江
戸
繁
昌
記
』
の
作
者
と
し
て

「居
士
」
を
名
乗

っ
て
い

る
の
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
静
軒
が
自
ら
を

「居
士
」
と
称
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
の
は
、
実
は

『
江
戸
繁
昌
記
』
に
限
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
は
か
ら



ず
も
代
表
作
と
な

っ
た

『
江
戸
繁
昌
記
』
に
お
け
る

「静
軒
居
士
」
と
い
う

名
乗
り
が
印
象
に
残
る
が
、
『
新
潟
富
史
』
の
場
合
、
刊
年
不
明
の
改
題
本

『新
斥
繁
昌
記
』
こ
そ
見
返
し
に

「静
軒
居
士
著
／
新
斥
繁
昌
記
／
克
己
塾

蔵
」
と
あ
る
も
の
の
、
序
に
は

「
静
軒
老
人
識
」
、
内
題
に
は

「新
斥
繁
昌

記
　
江
戸
痴
人
　
静
軒
著
」
と
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
滝
成
大
の

『苑
村
梅

譜
』
『
滝
村
菊
譜
』
を
天
保
元
年
に
併
せ
て
和
刻
し
た

『
梅
菊
両
譜
』
に
序

を
寄
せ
た
際
に
は
、
「
江
戸
逸
士
静
軒
寺
門
良
」
、
則
ち

「
逸
士
」
と
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
静
軒
に
は

「蓮
湖
浪
人
」
と
い
う
号
も
あ
る
。

居
士
を
信
士
と
間
違
わ
せ
た

「箆
頭
舗
」
の
引
用
部
分
は
と
ぼ
け
た
笑
い

を
狙

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
政
治
に
関
わ
ら
な
い

一
民

間
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

「
居
士
」
と
せ
ず
、
『
江

戸
繁
昌
記
』
の
わ
ず
か
二
年
前

に
上
梓
さ
れ
た

『
梅
菊
両
譜
』
と
同
じ
く

「
逸
士
」
を
名
乗
れ
ば
よ
い
し
、　
一
般
的
な

「
処
士
」
と
い
う
語
を
用
い
て

も
よ
い
。
静
軒
が

『
江
戸
繁
昌
記
』
だ
け
居
士
に
変
更
し
た
の
は
い
か
に
も

不
自
然
で
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に

「静
軒
居
士
」
の
静
軒
と
い
う
雅
号
は
淵
明
の

「停
雲
」
詩
の

「静
寄
東
軒
」
に
よ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
静
軒
が
陶
淵
明
に
傾
倒
し
て
い
た

（
１０
）

こ
と
が

『静
軒
詩
抄
』
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
陶
淵
明
は
自
ら
を
居

士
と
名
乗

っ
て
は
い
な
い
し
、
『靖
節
先
生
集
』
十
巻
に
も

「居
士
」
の
用

例
は
な
い
。
陶
淵
明
に
言
及
し
た
作
品
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る

『静
軒

詩
砂
』
に
お
い
て
も
、
静
軒
は
な
ぜ
か
陶
淵
明
を

「
居
士
」
と
表
す
こ
と
は

な
い
。
「陶
家
」
「陶
公
」
と
記
す
以
外
は
、
「徴
士
」
「処
士
」
と
い
う
語
を

用
い
て
い
る
。
徴
士
と
は
、
招
か
れ
な
が
ら
も
出
仕
し
な
い
者
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
水
戸
藩
に
仕
え
る
こ
と
を
熱
望
し
な
が
ら
門
前
払
い
に
さ
れ
た
静

　

４

軒
が
こ
れ
に
倣

っ
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３

難
得
陶
処
士
　
得
難
し
陶
処
士
の

悠
然
楽
彼
蒼
　
悠
然
と
し
て
彼
の
蒼
を
楽
し
む
を

含
蘇
子
誦
黄
州
…
感
慨
之
余
次
韻
遣
懐
共
七
首
」
其
五
）

と
い
う

「
処
士
」
の
例
は
、
古
詩
な
の
で
平
仄
を
問
わ
な
い
か
ら
、
「処
」

を

「
居
」
に
し
て
も
問
題
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
や
は
り
静
軒
は
陶
淵
明
を

「
居
士
」
と
い
う
語

で
表
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
静
軒
居
士
」
の

「
居

士
」
に
は
、
「静
軒
」
と
い
う
号
の
典
拠
で
あ
る
陶
淵
明
の
世
界
が
反
映
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
静
軒
が

『
江
戸
繁
昌
記
』
で
は
居
士
と
自
称
し
続
け
た
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
雅
号
に
居
士
と
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ふ
れ
て
い
て
珍
じ

く
な
い
が
、
こ
こ
で
も
ま
た

『
東
京
夢
華
録
』
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
作
者
で
あ
る
孟
元
老
は
幽
蘭
居
士
と
名
乗

っ
て
い
る
。
『
東
京
夢
華
録
』

の
序
末
に
は

紹
興
丁
卯
歳
除
日
、
幽
蘭
居
士
孟
元
老
序
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
わ
が
国
の
静
嘉
堂
文
庫
に
伝
わ
る
元
刊
本
、
ま
た

宋
本
の
影
印
で
あ
る
―
―
元
刊
本
の
誤
り
と
い
わ
れ
る
―
―
秀
水
金
氏
梅
花



草
堂
影
印
善
本
は
、
目
録
に
も

幽
蘭
居
士
東
京
夢
華
録
目
録

と
記
し
、
各
巻
頭
も
ま
た

幽
蘭
居
士
東
京
夢
華
録
巻
之

一

と
あ
る
巻

一
か
ら
、
巻
十
ま
で
全
て
幽
蘭
居
士
の
名
を
冠
し
て
始
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
静
嘉
堂
文
庫
の
貼
り
題
簸
は

「幽
蘭
居
士
東
京
夢
華
録

一
至
五
巻

上
冊
」
で
あ
る
。
静
軒
が
見
た
の
が
舶
来
の
元
刊
本
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
叢
書
類
に
収
め
ら
れ
る
場
合
も
、
こ
の
書
の
作
者
は

「
孟
元

老
」
よ
り
も

「幽
蘭
居
士
」
と
い
う
名
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『東
京

夢
華
録
』
も
ま
た
、
『江
戸
繁
昌
記
』
同
様
、
「
居
士
」
の
記
し
た
書
物
だ
と

い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
静
嘉
堂
文
庫
本
の
旧
蔵
者
で
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
黄
不
烈

に
は
候
宋
居
士

・
求
古
居
士
と
い
う
別
号
が
あ
り
、
本
文
第

一
丁
に
は
誰
の

も
の
か

「精
胡
居
士
」
と
い
う
蔵
書
印
が
あ
る
。

自
序
が
そ
の
人
を
伝
え
る
す
べ
て
で
、
孟
元
老
が
僧
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
南
渡
の
後
、
旧
都
を
追
懐
す
る
書
物
を
著

そ
う
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
こ
の

「居
士
」
は
、
現
在
の
王
朝
に
は
仕
え
な

い
、
在
野
の
人
の
意
に
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
静
軒
の
場
合
は
出

仕
に
失
敗
し
た
の
で
あ

っ
て
、
幽
蘭
居
士
の
よ
う
に
王
朝
の
興
亡
に
立
ち

会

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
等
し
く

「処
士
」
の
意
味
で

「居
士
」
を
名

乗

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『江
戸
繁
昌
記
』
に
お
い
て
静
軒
が
全
編

「
居
士
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

幽
蘭
居
士
の

『東
京
夢
華
録
』
の
影
響
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『東
京
夢
華

録
』
に
始
ま
る
書
物
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
だ
と
い
う
意
識
が
静
軒
に

「
居

士
」
を
名
乗
ら
せ
た
と
考
え
る
と
、

つ
じ
つ
ま
が
合
う
の
で
あ
る
。

三
、
「繁
昌
」
と

「繁
盛
」

畑
銀
鶏
の

『南
何
の
夢
』
に
は
、
「ち
か
ご
ろ
く
さ
´
ヽ
の
雑
書
年
々

歳
々
上
木
す
と
い
へ
ど
も
繁
昌
記
の
如
き
は
近
年
の
当
り
に
し
て
」
と
い
う

記
述
が
あ
り
、
『江
戸
繁
昌
記
』
の
反
響
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い
る
。
し
か

し
静
軒
の
文
章
は
、
取
り
上
げ
た
題
材
が
卑
俗
な
も
の
だ
け
に
、　
一
方
で
は

お
よ
そ
儒
者
ら
し
く
な
く
品
位
に
欠
け
る
と
い
う
批
判
も
被

っ
た
。
二
篇
の

最
終
章

「薬
品
会
」
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

会

一
友
人
善
文
者
至
。
亦
難
予
日
、
苦
実
、
子
之
文
之
孟
浪
。
字
漢
而

文
之
不
漢
。
予
又
笑
日
、
倭
人
為
漢
、
不
為
漢
者
、
固
其
所
也
。
居
士

者
日
本
人
也
。
学
聖
人
之
道
、
不
学
漢
人
之
文
。
区
々
、
局
為
必
漢
。

文
為
我
文
而
己
。
吾
、
決
弗
能
如
兄
等
為
真
漢
文
。
偶
然
得
意
、
偶
然

走
筆
。
我
、
慰
吾
焉
耳
。

会
々

一
友
人
の
文
を
善
く
す
る
者
至
る
。
亦
予
を
難
じ
て
曰
く

「苦
な
り
、
子
の
文
の
孟
浪
な
る
。
字
は
漢
に
し
て
、
文
は
之
漢
な
ら



ず
」
と
。
予
又
笑

つ
て
曰
く
、
「倭
人
に
し
て
漢
を
為
す
、
漢
た
ら
ざ

る
は
、
固
よ
り
其
の
所
な
り
。
居
士
は
日
本
人
な
り
。
聖
人
の
道
を
学

ん
で
、
漢
人
の
文
を
学
ば
ず
。
区
々
、
島
為
れ
ぞ
漢
を
必
ず
と
せ
ん
。

文
は
我
が
文
を
為
す
の
み
。
吾
、
決
し
て
兄
等
が
真
の
漢
文
を
為
す
が

如
き
こ
と
能
は
ず
。
偶
然
意
を
得
て
、
偶
然
筆
を
走
ら
す
。
我
、
吾
を

慰
む
る
の
み
」
。

『
江
戸
繁
昌
記
』
は
漢
字
を
用
い
て
い
る
が
漢
文
と
は
い
え
な
い
と
い
う
批

判
に
対
し
、
静
軒
は
、
日
本
人
の
自
分
が
学
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
儒
教
の
精

神
で
あ

っ
て
、
経
典
の
文
章
で
は
な
い
。
格
調
高
く
中
国
人
の
作
か
と
見
紛

う
よ
う
な
詩
文
を
綴
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
と
い
う
。
こ
の
態
度
は
山
本
緑
陰

門
下
で
折
衷
学
を
修
め
た
静
軒
の
、
文
章
観
を
表
し
て
い
て
興
味
深
い
。

こ
の
主
張
通
り
、
『
江
戸
繁
昌
記
』
の
漢
文
は
か
な
り
和
俗
に
崩
れ
て
い

る
。
題
名
で
用
い
ら
れ
、
本
文
中
に
繰
り
返
さ
れ
る

「
繁
昌
」
と
い
う
語
自

体
、
和
文
脈
の
中
か
ら
採

っ
た
表
記
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

繁
昌
記
も
の
の
中
で
も
よ
り
正
統
派
の
漢
詩
文
で
記
さ
れ
た
成
島
柳
北
の

『
柳
橋
新
誌
』
は
、
初
篇
の
序

で
は

っ
き
り
と

『
江
戸
繁
昌
記
』
の
名
を
挙

げ
て
静
軒

の
作
を
踏
襲
す
る
も
の
だ
と
い

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
初

篇

。
二
篇
通
し
て

「繁
華
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
「繁
昌
」
は
用
い
ず
、

そ
も
そ
も
題
名
も

「
繁
昌
」
記
と
は
付
け
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
静

軒
の

「
繁
昌
」
が
漢
文
と
し
て
は
か
な
り
崩
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
静
軒
自
身
、
初
篇
の
序
な
ど
改
ま

っ
た
文
章
の
な
か
で
は

「
繁

昌
」
で
は
な
く

「繁
華
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

静
軒
は

『江
戸
繁
昌
記
』
の
好
評
を
受
け
、
そ
の
漢
詩
版
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
詩
集

『太
平
志
』
を
天
保
五
年
に
上
梓
し
た
が
、
秋
水
池
守
龍
の

序
は

「昔
者
嘗
て
三
都
の
賦
を
読
み
て
以
て
為
へ
ら
く
…
」
と

「
三
都
賦
」

を
引
用
し
て

『太
平
志
』
を
論
じ
て
い
る
。
都
市
の
繁
栄
を
記
し
た
漢
文
で
、

人
口
に
謄
灸
し
た
も
の
を
辿

っ
て
い
く
と
、
古
い
も
の
で
は
ま
ず

『文
選
』

に
収
め
ら
れ
た
班
固
の

「両
都
賦
」
、
張
衡
の

「両
京
賦
」
、
そ
し
て

『大
平

志
』
の
序
に
挙
げ
ら
れ
た
左
思
の

「
三
都
賦
」
が
想
起
さ
れ
る
が
、
ヨ
一都

賦
」
に
は
、
「繁
昌
」
と
い
う
語
は

一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
「繁
昌
」

に
類
す
る
語
は
、
「西
都
賦
」
に

後
宮
之
号
十
有
四
位
窃
実
繁
華
更
盛
迭
貴
処
乎
斯
列
者
蓋
以
百
数

後
宮
の
号
、
十
に
四
位
有
り
。
窃
鬼
繁
華
、
更
に
盛
ん
に
貴
を
迭
る
。

斯
の
列
に
処
す
る
者
、
蓋
じ
百
数
を
以
て
せ
り
。

と

「繁
華
」
の
例
が

一
つ
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「繁
昌
」
の
詳
し
い
語
誌
に
つ
い
て
は
長
く
な
る
の
で
別
の
機
会
に
述
べ

た
い
が
、
こ
こ
で
大
ま
か
に
い
う
と
、
お
よ
そ
漢
詩
文
に
於
い
て
、
都
市
が

栄
え
て
い
る
さ
ま
を
表
現
す
る
に
は
、　
一
般
的
に
は

「繁
華
」
、
宋
代
か
ら

は
と
き
に

「繁
盛
」
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
表

（
‐２
）

記
は

「繁
昌
」
で
は
な
く

「繁
盛
」
が
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
わ
が
国
で
は
昭
和
二
十
年
代
ま
で

「
繁
昌
」
と
い
う
表
記
が

一
般
的

で
あ

っ
た
。



こ
こ
で

「繁
盛
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
み
る
と
、
や
は
り
ま
た
、
傍
流

の
地
誌
類
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
幽
蘭
居
士
の

『東
京
夢
華
録
』
に
は

六
月
六
日
州
北
崖
府
君
生
日
、
多
有
献
送
、
無
盛
如
此
。
二
十
四
日
州

西
灌
口
次
郎
生
日
、
最
為
繁
盛
。

六
月
六
日
は
州
北
の
生
府
君
の
生
日
な
り
。
献
送
多
く
有
り
。
盛
ん
な

る
こ
と
此
の
如
き
は
無
し
。
二
十
四
日
は
州
西
の
灌
口
次
郎
の
生
日
な

り
。
最
も
繁
盛
と
為
す
。

（巻
八

「六
月
六
日
佳
府
君
生
日
二
十
四
日
神
保
観
生
日
）

な
ど
、
「繁
華
」
よ
り
は

「繁
盛
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
続
く

『夢
梁
録
』
な
ど
の
傍
流
の
地
誌
も
同
様
で
あ
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の

『東
京
夢
華
録
』
の
項
に
も

宋
孟
元
老
撰
。
元
老
始
末
詳
、
蓋
北
宋
旧
人
、
於
南
渡
之
後
、
追
憶
汁

京
繁
盛
、
而
作
此
書
也
。

宋
孟
元
老
撰
。
元
老
は
始
末
詳
ら
か
な
ら
ず
、
蓋
し
北
宋
の
旧
人
に
し

て
、
南
渡
の
後
に
於
い
て
、
沐
京
の
繁
盛
を
追
憶
し
て
、
此
書
を
作
す

る
也
。

と
あ
り
、
『東
京
夢
華
録
』
が
北
宋
の
都
沐
京
の

「繁
盛
」
を
描
い
た
も
の

と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

静
軒
は
中
国
の
傍
流
の
地
誌
類
に
見
ら
れ
る

「繁
盛
」
と
い
う
語
を
、

『
江
戸
繁
昌
記
』
に
お
い
て
は

「繁
昌
」
と
和
俗
に
崩
し
て
用
い
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
繁
昌
記
も
の
に
お
い
て

「繁
昌
」
と
い
う
語
は
、
時
に
都
市
の

繁
栄
の
闇
の
部
分
を
と
ら
え
て
逆
説
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
傍
流

の
地
誌
類
の

「繁
盛
」
も
、
単
純
に
都
市
の
繁
栄
を
言
祝
ぐ
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
明
の
田
汝
成
が
当
時
の
風
俗
に
つ
い
て
記
し
た

『委
巷
叢
談
』
の

く
だ
り
を
挙
げ
よ
う
。

宋
時
臨
安
四
方
輻
榛
浩
穣
之
区
、
済
手
済
食
姦
鷺
繁
盛
、
有
所
謂
美
人

局
、
以
侶
優
姫
妾
、
引
誘
少
年

宋
時
、
臨
安
四
方
輻
鞍
浩
穣
の
区
、
済
手
済
食
姦
踏
繁
盛
す
。
所
謂
美

人
局
有
り
、
侶
優
姫
妾
を
以
て
、
少
年
を
引
誘
す
。

美
人
局
と
は
い
わ
ゆ
る
つ
つ
も
た
せ
で
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
世
慣

れ
て
い
な
い
若
者
を
誘
惑
す
る
、
都
市
の
繁
栄
の
負
の
部
分
で
あ
る
。
随
筆

『静
軒
痴
談
』
に
お
い
て
、
静
軒
は
こ
の
書
の
名
を
挙
げ
て

委
巻
叢
談
二
、
…
楊
州
ハ
甚
ダ
繁
昌
ノ
地
ナ
レ
バ
ナ
リ
云
々
。



と

「繁
昌
」
と
い
う
表
記
で
引
用
し
て
い
る
。

世
態
風
俗
に
詳
し
い
傍
流
の
地
誌
類
は
、
時
に
こ
の
よ
う
な
悪
所
を
も
は

ば
か
ら
ず
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
静
軒
が
こ
の
よ
う
な
類
の
漢
籍
を

旺
盛
に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
初
篇
の
冒
頭
で

「
相
撲
」
「
演
劇
」
コ
ロ原
」

の
三
大
悪
所
を
題
材
と
し
た

『
江
戸
繁
昌
記
』
の
作
者
と
し
て
い
か
に
も
示

唆
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

追
懐
の
書
か
ら
繁
昌
記
ヘ

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
江
戸
繁
昌
記
』
は
傍
流
の
地
誌
類
、
と
り
わ

け

『
東
京
夢
華
録
』
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の

関
係
を
指
摘
し
た
も
の
が
今
ま
で
な
か

っ
た
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
『
板
橋
雑
記
』
と

『新
斥
繁
昌
記
』
。
『柳
橋
新
誌
』

の
よ
う
な
、　
一
見
し
て
明
ら
か
な
語
句
章
句
の
類
似
が
み
ら
れ
な
い
の
が
原

因
だ
と
思
わ
れ
る
。
取
り
上
げ
る
対
象
が
遊
里
だ
け
で
な
く

一
つ
の
都
市
全

体
の
風
俗
と
な
る
と
、
日
本
と
中
国
と
で
大
き
く
異
な
る
た
め
共
通
の
表
現

を
用
い
に
く
い
。
ま
た
孟
元
老
は
さ
ほ
ど
教
養
の
あ
る
人
物
で
は
な
い
ら
し

く
、
『
東
京
夢
華
録
』
は
癖
の
あ
る
独
特
の
漢
文
な
の
で
繁
昌
記
も
の
の
作

者
は
、
こ
れ
を
規
範
と
し
て
繁
昌
記
を
記
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ

ス
７
つ
。
幕
末
の
動
乱
期
に
は
既
に
老
境
に
入

っ
て
お
り
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
太

平
の
逸
民
と
し
て
生
き
た
静
軒
に
は
、
『東
京
夢
華
録
』
の
作
者
幽
蘭
居
士

の
よ
う
に
戦
乱
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
都
市
を
描
く
機
会
は
な
か

っ
た
。
『
江

戸
繁
昌
記
』
だ
け
で
は
な
く
、
繁
昌
記
も
の
の
大
部
分
は
筆
者
の
現
在
生
き

て
い
る
都
市
を
題
材
と
す
る
。
こ
れ
は
繁
昌
記
も
の
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特

質
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
が
中
国
の
文
化
を
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
自
国
の
事
情
に
合
わ
せ
て
受
容
し
た

一
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。

中
国
に
お
い
て
前
代
の
遺
民
が
旧
都
の
文
化
を
追
懐
し
て
記
し
た
傍
流
の

地
誌
と
い
う
種
子
は
、
わ
が
国
に
降
り
た

つ
と
大
平
の
逸
民
の
手
に
よ

っ
て

繁
昌
を
記
す
書
物
と
し
て
育
て
ら
れ
、
別
趣
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
傍
流
の
地
誌
類
の
雑
記

・
雑
録
な
ど
と
い
う
簡
素
な
書
名
は
、
わ
が
国

で
は

「繁
昌
記
」
と
い
う
め
で
た
い
も
の
に
改
め
ら
れ
、
長
く
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

注（１
）

新
稲
法
子

「繁
昌
記
も
の
の
研
究
序
章
」
「
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
研
究

集
録
』
第
二
十
二
号
、
平
成
十

一
年
）

（２
）

西
沢
正
史

。
徳
田
武
編

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
辞
典
』、
勉
誠
社
、

平
成
九
年
。

（３
）

前
田
愛

「『板
橋
雑
記
』
と

『柳
橋
新
誌
ヒ

（『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三

十
九
年
二
月
号
、
『前
田
愛
著
作
集
』
第

一
巻
、
筑
摩
書
房
、
平
成
元
年

所

収
）

（４
）

入
矢
義
高

・
梅
原
郁
訳

『東
京
夢
華
録
―
―
宋
代
の
都
市
と
生
活
』
（東

洋
文
庫
５９８
ヽ
平
凡
社
、
平
成
八
年
）
に
よ
る
。

（５
）

「『江
戸
繁
昌
記
』
の
世
界
」
「
前
田
愛
著
作
集
』
第

一
巻
、
筑
摩
書
房
、

平
成
元
年
　
所
収
）

（６
）

「寺
門
静
軒
と
成
島
柳
北
」
Ｓ
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１００
江
戸
繁
昌
記

・

柳
橋
新
誌
』、
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
、
の
解
説
）

（７
）

『大
平
文
庫
３２
新
潟
富
史

一
名
新
斥
繁
昌
記
』
（大
平
書
屋
、
平
成
十
六

年
）
新
稲
法
子
解
説
参
照
。



（８
）

揖
斐
高

「竹
枝
の
時
代
―
―
江
戸
後
期
の
風
俗
詩
―
―
」
「
季
刊
日
本
思

想
史
』
昭
和
五
十
八
年
、
九
月
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
『
江
戸
詩
歌
論
』
汲
古

書
院
、
平
成
十
年
　
所
収
）。

（９
）

『静
軒
詩
砂
』
所
収
の

「蘇
子
請
黄
州
。
故
人
馬
氏
、
哀
其
困
置
、
為
請

荒
廃
、
使
窮
耕
其
地
。
筋
力
之
労
、
綾
得
食
其
入
。
可
謂
至
窮
。
当
時
子
階

作
詩
自
慇
。
古
体
七
首
、
収
在
集
中
。
予
偶
読
之
、
因
嘆
、
身
生
盛
世
、
長

都
会
、
然
半
生
賃
居
、
貧
屡
度
年
。
生
計
之
拙
豊
得
無
愧
。
亦
以
自
慇
。
感

慨
之
余
、
次
韻
遣
懐
、
共
七
首
」
の
其
の
二
に
は

自
然
有
命
分
　
自
然

命
分

有
り

米
且
就
僧
乞
　
米
且
つ
僧
に
就
き
て
乞
ふ

と
い
う
対
句
が
あ
り
、
『江
戸
繁
昌
記
』
の
初
篇

「千
人
会
」
に

吾
亦
挿
書
狂
奔
千
世
者
、
然

一
日
之
走
、
計
不
足
除
升
米
、
而
終
年
衣

食
干
浮
屠
間
、
則
仏
縁
之
不
薄
、
宜
薙
染
逃
仏
、
袖
募
縁
簿
、
就
年

来
所
識
、
乞
南
錬

一
片
之
憐
、
以
少
息
狂
奔
之
労
、
且
以
修
後
生
冥

福
也
。

吾
も
亦
書
を

挿

て
世
に
狂
奔
す
る
者
、
然
れ
ど
も

一
日
の
走
、
計
る

に
升
米
を
ぃ
ふ
に
足
ら
ず
し
て
、
終
誓
加
屋
の
間
に
衣
食
す
％
無
言

則
ち
仏
縁
の
薄
か
ら
ぎ
る
、
宜
し
く
薙
染
し
て
仏
に
逃
れ
、
募
縁
簿

を
袖
に
し
て
、
年
来
の
識
る
所
に
就
い
て
、
南
錬

一
ご片
ｏ
憐
れ
み
を

乞
ひ
、
以
て
少
し
く
狂
奔
の
労
を
息
め
、
且
つ
以
て
後
生
の
冥
福
を

修
す
べ
し
と
。

と
い
う
く
だ
り
が
あ
っ
て
、
静
軒
が

一
時
期
寺
院
に
寄
食
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
僧
侶
は
貧
乏
儒
者
よ
り
よ
い
商
売
だ
と
い
う

『江
戸
繁
昌

記
』
の
文
章
に
は
、
真
摯
な
宗
教
心
は
窺
え
な
い
し
、
五
篇

「静
軒
居
士
卒

す
」
で
は
、
妻
を
し
て

且
吾
適
汝
来
、
未
嘗
観
子
祭
神
、
念
仏
。
算
起
、
冥
路
必
定
陥
地
獄
、

受
用
多
少
苦
。

且
つ
吾
汝
に
適
ぎ
て
来

、
未
だ
嘗
て
子
が
神
を
祭
り
、
仏
を
念
ず
る

を
観
ず
。
算
起
す
る
に
、
冥
路
必
ず
定
め
て
地
獄
に
陥
ち
て
、
多
少

の
苦
を
受
用
せ
ん
。

と
不
信
心
ぶ
り
を
語
ら
せ
て
い
る
。

（１０
）

新
稲
法
子

「『静
軒
詩
妙
』
の
世
界
―
―
陶
淵
明
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ

て
―
―
」
「
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
十

一
号
、
平
成
十
年
八
月
）

（ｎ
）

例
え
ば
蘇
拭
は
東
坂
居
士
と
名
乗
っ
て
お
り
、
静
軒
が

「東
披
八
首
」
に

次
韻
し
た
七
首
の
連
作
も

『静
軒
詩
妙
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
静

軒
は
こ
の
連
作
に
お
い
て
蘇
転
を

「居
士
」
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。
静
軒
は

蘇
拭
で
は
な
く
蘇
戟
の
和
陶
詩
に
興
味
が
あ

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『静
軒
詩
妙
』
を
見
る
限
り
、
静
軒
は
居
士
を
称
し
た
ど
の
詩
人
の
影
響
も

受
け
て
は
い
な
い
。

（‐２
）

内
容
は
さ
て
お
き
現
在
で
も

「某
々
繁
昌

（盛
）
記
」
と
題
す
る
書
物
が

時
折
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
「繁
盛
記
」
と
い
う
用
字
は
、
和
習
を
避
け
た

わ
け
で
は
な
く
、
昭
和
二
十

一
年
以
降
の
表
記
で
、
習
屋

が
当
用
漢
字
に

な
い
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
木
村
荘
八
の

『新
編
東
京
繁
昌

記
』
の
は
じ
が
き
に
詳
し
い
。

―
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
１

　

９


